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１．２月度 定常観測報告 
２月度定常観測を頂いたのは以下の方々です。（敬称略） 
 藤戸健司(三重)、坪井正紀(広島)、杉本弘文(東京)、相原正己(神奈川)、三部重雄(北海道)、 
 吉川泰史(愛知-28MHz)、久保田麻三留(神奈川)、齊藤直也(東京)、江原稔(埼玉)、 
 川口市立科学館[松田正彦](埼玉)、青森県立十和田工業高校無線部(青森) 
 
2007年2月の流星電波観測結果国内統合グラフを図１に示します。例年通り，28MHz及び53MHzにおいて，目立った活動は捕らえ

られていません。 

The meteor active monitor (Monthly Result)  - Total Result (only Japanese observing sites)  -
February, 2007
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図１．2007 年２月流星電波観測 観測結果（全国統合データ） 

 
２．４月観測指針 
４月からは主要流星群の活動が見られ始める時期ですが，電波観測ではもうしばらく目立った活動が捕らえられない日々が続きそ

うです。4月22日か23日には，こと座流星群が極大を迎えますが，活動規模があまり大きくないことから，年によってはActivity Level
には目立った数値として見られません。図２に 2006 年４月の全国統合データを掲載しておきます。2006 年は若干の活動が捕らえら

れていますが，2005 年ははっきりしません。ただし，こと座流星群は元々突発癖のある流星群ですので，監視が必要です。4 月のこ

と座流星群を終えると，5 月のみずがめ座η流星群，昼間流星群そして夏の流星群へとイベントが続きますので，万全の観測態勢を

用意しておきましょう。 

The meteor active monitor (Monthly Result)  - Total Result (only Japanese observing sites)  -
April, 2006
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図２．2006 年 4 月度 全国統合データ 

 

みなさんの観測結果や解析・研究結果を是非お寄せ下さい （※Ｏｆｆｉｃｅ２００７ にも対応できます） 
 
天文回報では、日本流星研究会会員の方々から寄せられました観測結果や研究・解析結果に加え、流星電波観測国際プロジェ

クトで報告されているデータを取り扱います。流星電波観測国際プロジェクトについて、詳細は、http://www.amro-net.jp 
をご参照下さい。 
みなさまからのご寄稿お待ちしております。原稿等については、Word (Word 2007も可)・一太郎・LaTeXなど、おおよそのフ

ァイル形式では対応できます。毎月５日を締切とし、翌月天文回報の原稿に掲載させて頂きます。宛先は、h-ogawa@nms.gr.jp 
まで 


